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i開くと A男「水をまけばいい！」と言う。「えっ水？どうして？ Jと間くと， A男「水
jをまくとね，そこから雲になって，雲から風が出てくるんよ J と言う。ふうんと感E
j心しながらどうしたものかと思っていると，今度は B男が「火を燃やせばいいよ J: 































































































































l土 「くすぐったい。 J 「気持ちいい。 J 「葉っぱの匂いが紅茶みたい。」 「いや， 桜餅の匂
いがする。 j など， 様々な感覚をはたらかせての感想、を述べていた。 おちばランドでた
だ遊ぶだけでなくきれいな色やおもしろい形の葉っぱや枝などを用いて飾り付けをした



































































































；てみてあげてごらん？ J と声をかける。今度はA児は米の入った飯ごうを手渡す。 b女は：
：とても神妙な顔をしながら p 慎重な手つきで米を研いでは水を流している。 A児もそばで：
i b女の所作を見守っている口できあがった時には二人とも満足そうな表情で焚き木コーナ i
：ーの所に戻っていく。





































































































・飯ごうを置いて何分かしたらふたが上に行ったり，下に行ったりしたよ。 など I 




































































































































第 1次 安心に役立っているものの予想（ 1時間）






第 5次 探検報告書作り (4時間）































際機蕊選 1 > 
図似た設備を比較し，違いを発見する






； 国「もしも00だったらJと考える16.2 20 
tsrtl 雪量室室温室＂＂＇望宣
函他の場所の設備と比較し，類似点を
0 I 公民投N設段、 q I I 発見する
図 第 4・5次での子どもの考え方
クラス全体に対して，どのくらいの割合の子どもがそれぞれの考え方を行っているかを
示したものである。
グラフ及び記述内容から次のようなことが考えられる。
比較をして，色，形，数，大きさなど外観から分かる違いについては，全員が見つけ
ることができている。 75.7%の子どもたちは，施設・設備を使う人のことを想定して，
考えることができている。これらのことから，第 3次までに学習してきた「比較して考
えること」「関連づけて考えること Jが，個別の学習の中でもほぼ生かされていると考え
る。
違し 1から疑問を抱いていることについての，文章や絵の表現は， 32.4%であるが，疑
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間をもとに探検活動を行ったり，探検報告書で設備の構造の違いや位置，使う人などに
ついてのクイズを作ったりしており，疑問をもとに活動を進めていると考える。
周囲の様子との関連づけでは，施設・設備がどのような場所に設置されているか理由
を考えている。
例えば， f消火器は火事の火元となりやすい場所に設置j f公衆電話は，行き帰りにかけ
る人が多いだろうから出入り口に設置Jなどである。
「もしも00だったら」という考え方では，「もしも車椅子用のトイレがなかったらJ
fもしもゴミ箱が種類別になっていなかったらJ「もしもコインロッカーが全部 60 0円
だったら」などと考えることで，施設・設備の役割を考えていた。
他の場所の施設・設備と類似点を見出している子どもは，車椅子用のトイレについて
は，病院や大型スーパー，火災報知器や公衆電話は，学校を想起しており，他の公共施
設との共通点を見いだしていると言える。
7，成果と課題
全員が比較することによって遠いを見出せたこと，多くの子どもたちが施設・設備と
それを利用する人のこととを関連づけて考えたことは，気付きが深まる過程を示してい
る。しかし，約 25パーセントの子どもは，人との関連にいたっていない。その子ども
たちも，活動の際の会話では，その施設・設備を使う人のことを考えている発言もあっ
た。記述されていないということは，まだ十分には意識されていないと考えられる。
探検報告書の中に絵地図と表を利用した子どもが，それぞれ 73%と21.6%見られた。
位置や分布を示すために絵地図を使うと便利であることは多くの子どもたちが感じとっ
たようである。比較の表については，今後も，繰り返し実際に表したり，読み取ったり
する体験を重ねていくことが必要であると考える。
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